
（仮称）倉敷学校給食共同調理場・防災備蓄倉庫整備運営事業 要求水準書 新旧対照表  （令和 3 年 12 月 21 日） 

頁数 訂 正 後 訂 正 前 

目次 参考資料１１ 光熱水費の試算条件  

１１ 

図１ 備蓄品及びパレットのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 備蓄品及びパレットのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

(エ) 外構計画 

a 構内通路，駐車場等 

(b)建物敷地内には，来客用の駐車場１０台以上            

    を確保し，来客用の表示を行う。 

(エ) 外構計画 

a 構内通路，駐車場等 

(b)建物敷地内には，来客用１０台以上，駐輪場１０台以上分

を確保し，来客用の表示を行う。 

２２ 

iv ・・・前段省略・・・さらに，脱臭設備を設けるなど，敷地境

界の臭気指数が悪臭規制のあらましに基づく指導基準を超過する

ことがないよう悪臭の漏出を防止するとともに，騒音の発生防止に

努める。 

iv ・・・前段省略・・・さらに，脱臭設備を設けるなど，敷地境

界の臭気指数が岡山県悪臭防止の手引きに基づく指導基準を超過

することがないよう悪臭の漏出を防止するとともに，騒音の発生防

止に努める 

４１ 

イ 構造計画における基本的要件 

(イ) 施設の性能 

 b 倉庫内は，４ｔトラックの進入を想定するため，必要な耐

荷重を計画する。 

イ 構造計画における基本的要件 

(ウ) 施設の性能 

 b 倉庫内は，４ｔトラックの侵入を想定するため，必要な耐

荷重を計画する。 
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図省略 



４３ 

(i) 発電設備等 

  停電時においても７２時間以上防災備蓄倉庫の運営が可能と

なるような非常用発電装置（共同調理場の熱源装置と同一の燃料

を使用することが望ましい。）を備えること。・・・後段省略・・ 

(i) 発電設備等 

  停電時においても７２時間以上災害備蓄倉庫の運営が可能と

なるような非常用発電装置（ディーゼル式，ガス式等）を備える

こと。・・・後段省略・・ 

４５ 

 

パレットラック ・標準パレット・・・以下省略 

・                    

            

・１つのパレット・・・以下省略 

  棚 ・パレットラックとは別に，小物等が備蓄で

きる  ラックを完備すること。 

フォークリフト ・定格荷重が１t 未満，最大揚高が３．５ｍ未

満，ディーゼルエンジン式及び電動式で複

雑な構造なものでないフォークリフトを，

それぞれ１台（合計２台）購入のこと。 

・   倉敷市が指定する自賠責保険に２年

間加入すること。 

 

 

 

パレットラック ・標準パレット・・・以下省略 

・５００パレットのうち，１００パレット分

は２段ラックとすること。 

・１つのパレット・・・以下省略 

木製棚 ・パレットラックとは別に，小物等が備蓄で

きる木製ラックを完備すること。 

フォークリフト ・定格荷重が１t 未満，最大揚高が３．５ｍ未

満，エンジン式（前述の非常用発電設備と

同じ燃料であること。ガソリンは，不可と

する。）で複雑な構造なものでないフォーク

リフトを２台購入のこと。 

・両者は，倉敷市が指定する自賠責保険に２

年間加入すること。 

  
 

４６ 

（イ） 事務所 

  a ４０㎡程度の事務所を備えること。 

b         トイレ（男子用，女子用），            

  手洗い場等を備えること。 

  c 電話，テレビ，光ケーブル（インターネット接続），会議用

の         机，椅子（いす）等を備えること。 

  d 事務所には       ，ヘルメット・安全靴・作業服・

軍手等の災害時の職員１０名分以上の備品を格納できるよ

（イ） 事務所 

  a １００㎡程度の事務所を備えること。 

  b 会議室，休憩室，トイレ（男子用，女子用），シャワールー

ム，手洗い場等を備えること。 

  c 電話，テレビ，光ケーブル（インターネット接続），会議用

の液晶ディスプレイ，机・椅子（いす）等を備えること。 

  d 休憩室にはロッカー等を備え，ヘルメット・安全靴・作業服・

軍手等の災害時の職員１０名分以上の備品を格納できるよ



うにすること。 うにすること。 

（ウ） 荷さばき場 

  a ・・・前段省略・・・確保する。また，庇下部を荷卸しや荷

さばきの場として使用できるように工夫すること。     

                            

         なお，・・・後段省略・・・。 

（ウ） 荷さばき場 

  a ・・・前段省略・・・確保する。また，庇下部を荷卸しや荷

さばきの場所として使用できるように工夫すること。（幅 L

＝７．００ｍ×長さＬ＝６０．００ｍ）＝（面積Ａ＝４２０

㎡）程度確保すること。なお，・・・後段省略・・・。 

（エ） アルコール保管庫 

  a ４００リットル未満のアルコール及び非常用発電に使用す

る燃料の保管に適した保管庫を敷地内に設けること。 

（エ） アルコール保管庫 

  a １０００リットル未満のアルコール及び非常用発電に使用

する燃料の保管に適した保管庫を敷地内に設けること。 

６９ 

(6) 清掃業務 

ア 業務の対象 

共同調理場内部の給食エリア及び一般エリア       

    並びに敷地内 

 イ 業務内容 

(ア) 日常清掃 

給食エリア，一般エリアにおいて日常の清掃を行う。   

                           

                           

          

(イ) 定期清掃 

  共同調理場，       敷地内において定期的に清掃

を行う。 

(6) 清掃業務 

ア 業務の対象 

共同調理場内部の給食エリア及び一般エリア及び防災備蓄

倉庫内部並びに敷地内 

 イ 業務内容 

(ア) 日常清掃 

給食エリア，一般エリアにおいて日常の清掃を行う。また，

防災備蓄倉庫内部についても必要に応じて実施する。な

お，防災備蓄倉庫の日常清掃回数等は事業者提案を踏まえ

協議の上決定する。 

(イ) 定期清掃 

  共同調理場，防災備蓄倉庫，敷地内において定期的に清掃

を行う。 

７１ 削除 

(カ) 防災備蓄倉庫の定期清掃 

a 床・壁・天井 

表面全体を，ほこり，シミ，汚れがない状態に保つ。なお，繊

維床は，ほこり，汚れがない状態に保つ。 

b 照明器具，時計，換気口 



ほこり，汚れを落し，適正に機能する状態に保つ。 

c 金属部分，手すり，扉，扉溝，スイッチ類 

ほこり，汚れがない状態に保つ。 

７６ 

イ 運営業務における基本的な考え方 

(イ) 運営業務全般を通じて，     １(３)イ 要綱・各種基

準等の（ア）及び(ウ)～(キ)に特に留意し，衛生管理を確実に行う。 

イ 運営業務における基本的な考え方 

(イ) 運営業務全般を通じて，衛生基準，１(３)イ 要綱・各種基

準等の(エ)～(ク)に基づく衛生管理を確実に行う。 

７８ 

カ 業務計画書の作成 

(イ) (ア)で定めた業務計画書に加え，(１)ア(ア)から(サ)に掲げ

る業務の区分に従い運営業務年間計画書を作成の上，・・・＜後段

省略＞・・・。  

カ 業務計画書の作成 

(イ) (ア)で定めた業務計画書に加え，(１)ア(ア)から(シ)に掲げ

る業務の区分に従い運営業務年間計画書を作成の上， ・・・＜後

段省略＞・・・。 

７８ 

ク 運営業務マニュアルの作成 

(ア)市と事前に協議した上で，維持管理・運営開始日の６０日前ま

でに，（１）ア（ア）から（サ）に掲げる業務の区分ごとにマニュ

アルを作成し，市の承認を得る。 

ク 運営業務マニュアルの作成 

(ア) 市と事前に協議した上で，維持管理・運営開始日の６０日

前までに，（１）ア（ア）から（シ）に掲げる業務の区分ごとにマ

ニュアルを作成し，市の承認を得る。 

 


